
◆ ○六・一二・一四～一六・六○期生の修学旅行の短歌・俳句

［空と海］

空港でカメラを出さずにひっかかる 優史

沖縄に着いた瞬間一言目あー暑いよな手汗ヤバイよ 沙季

感動の声がたくさんあふ

れ出るそれだけすごい南

国風景 祐輔

白い砂白いさんごに白い

雲夕焼けになるとすべて

がオレンジ 郁美

←海洋博公園より伊江島

をのぞむ

海もぐり下を見ると魚たちとっても近いビックリやしな 愛菜

目の前でニモにえさをあげたのに僕のえさには尻尾を向けた 圭

美ら海でドラゴンボール転ぷくだ みつば

沖縄の海はキレイだ泳いだぞ 守

海洋博公園の浜から

水納島（？）をのぞむ

夕日がキレイでした →



［浜辺］

離島にて中島みゆきの歌熱唱サビしか知らず残り はハミング 則文

砂の文字波打つ波にさらわれたあの日のことは忘 れてないよ 満衣

透き通る海の切なさ伝われば頭で流れる鎮魂曲 友美

砂浜できれいな貝を拾ったらヤドカリの家おじゃましました 晴太

砂浜でピラミッドとかを作ってみた何気に心がかよい合ったな 裕子

砂浜に打ち上げられた貝殻が海の音色を奏で出す 真奈巳

砂浜でこけたら顔じゅう砂まみれ 仁美

ヤドカリをピースケと名づけて空を飛ぶ 綾乃

かわいそう友達が持ち帰ったヤドカリたち 紗希

サンゴ礁ビニール袋につめまくる 政貴

←クラッシックな、走行距離５６万キロとか

いう話の沖縄バス！

雨の降る初日もエアコンがついてました

除湿だったのか？

平和祈念資料館前の海 →

２００４年には行けなくて、

今回やっと行くことができました。

浮かれちゃダメよと雨が降る！



［夜］

夕飯は合図があったら戦争だスープがこぼれてごはんが飛んだ 聡泰

カップルの幸せそうな顔を見て私も早く恋したなったな 裕子

風呂あがりスッピン顔はちゅら海の魚みたいなあの子とあの子 ゆかり

討論中どやって巻こう先生等一時間おき廊下をチェック 絢子

エイサーをイッパイ踊ってハッチャけろ 千保子

エイサーを皆で感じ胸はずむ 友里絵

楽しみはやっぱり夜かな修学旅行 貴文

風のごとく修学旅行の夜が去る 祐士

←２日目のエイサー体験

今回は室内でした。

しかもクラスごとに踊りを発表

賛否両論ありましたが、

後から考えれば、よかったと思

います。

Ｇ組の発表シーンです→



［伊江島・サトウキビ畑・平和祈念資料館・水族館］

ざわざわとさとうきびの花風に揺れ「いらっしゃい」とささやいているよう 詩乃

←南部の戦跡地をめぐる初日

あいにくの雨でした。

サトウキビ畑を抜けて走るの

ですが、運転手さんの帽子

が印象的！

シーサーと記念撮影ハイ、チーズこんな時ぐらい笑ってほしいな 晴香

仲良しの七人でこぐ自転車は風を感じて青春してた 明日美

伊江島でカンペイ発見すぐ写真一緒に撮って大騒ぎ 翔平

水族館ジンベイザメのえさやりが思っていたよりすごくじみだった 貴宣

沖縄のキレイな大地のすぐ下に多くの人が眠っている 成希

沖縄の離島で迷子になってしまった 圭助

カヌーこぎ落ちる寸前危機一髪 正穏



［思い出・帰宅後］

かき氷ただでもらったマンゴー味めちゃおいし くて幸せやった 麻衣

なんやっけせっかくおぼえた沖縄弁大事な時に出てこないんです 真理菜

お土産を渡した時のリアクション想像すると笑えてくるね 将大

沖縄でさーたーあんだぎーを食べました 裕介

欲しかったハブの卵をなぜだろう 果歩

帰り道紅芋タルトが重かった 翔司

沖縄に行って帰って風邪ひいた 良明

シーサーを犬小屋の屋根につけました 沙紀

沖縄はいい所やななんくるないさ 麻有

↓トレッキングの案内役（？）のシリケンイモリ！


